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平成 26年 

歴代町長・議長・名誉町民

【 歴代町長 】

【 歴代議長 】

第６代

髙橋 宣博

第 10 代

亀岡 義彦

第 18 代

浅野 義雄
第 19 代

半澤 　高

第５代

林王 喜久男

第 9代

近藤　清

第 17 代

髙橋 宣博

第４代

安細 隆清

第 8代

栗花 儀兵衛

第 16 代

奥山 敏夫

第３代

菊田 芳衞

第６・７代

安細 喜太郎

第 15 代

近藤　宏

第２代

宍戸 房吉

第２代

宍戸 房吉

第 13・14 代

佐藤 義夫

初代

早田 傳之助

初代・３～５代

朽木 久三郎
第 11・12 代

山川 角蔵

　

角
田
林
兵
衛
氏
は
、
郷
土
の

な
お
一
層
の
文
化
の
向
上
を
念

願
さ
れ
て
昭
和
56
年
に
美
術
館
、

美
術
品
、
松
尾
芭
蕉
行
脚
像
な

ど
私
財
２
億
８
，３
０
０
万
円
相

当
を
桑
折
町
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

そ
の
功
績
を
た
た
え
、
名
誉
町

民
に
推
戴
さ
れ
て
、
同
年
11
月

に
推
戴
状
授
与
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

種
徳
美
術
館
は
、
歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
町
な
み
に
調
和
し
た

外
観
で
、
１
階
・
２
階
と
も
ゆ
っ

た
り
と
し
た
ロ
ビ
ー
と
展
示
室
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
江
戸
・

明
治
期
の
代
表
的
作
者
に
よ
る

書
画
約
１
６
０
点
が
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
34
年
経

つ
今
で
も
、
旧
伊
達
郡
役
所
と

と
も
に
町
の
文
化
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
って
い
ま
す
。

名
誉
町
民
（
故
人
）

【 
角
田 
林
兵
衛 

】

文
化
の
殿
堂
・
種
徳
美
術
館
を

寄
贈

２
０
１
４  【
平
成
26
年
】

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

●●●●●●●●●●●●●●●●●●
映
画「
物
置
の
ピ
ア
ノ
」特
別
試
写
会
開
催

災
害
公
営
住
宅
建
設
工
事
着
工

旧
伊
達
郡
役
所
保
存
修
理
工
事
完
了

旧
伊
達
郡
役
所
周
辺
整
備
事
業
竣
工
式

安
倍
総
理
大
臣
が
大
和
団
地
仮
置
場
を

視
察

う
ぶ
か
の
郷
20
周
年
記
念
式
典
及
び
大

感
謝
祭

桑
折
町
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ン
ク
ル
ー「
ス
マ
イ

ル
ピ
ー
チ
」
お
披
露
目

根
本
復
興
大
臣
が
復
興
状
況
を
視
察

屋
内
プ
ー
ル・
多
目
的
ス
タ
ジ
オ
等
複
合

施
設
建
設
工
事
着
工

県
町
村
会
か
ら「
優
良
町
村
」
受
賞

第
10
回
羽
州
街
道
交
流
会（
桑
折
町
開
催
）

石
原
環
境
大
臣
が
復
興
サ
ポ
ー
ト
活
動
で

桃
農
家
と
選
果
場
を
訪
問

広
島
平
和
記
念
式
典
に
小
学
生
を
派
遣

山
形
県
鮭
川
村
と
災
害
時
相
互
応
援
協

定
締
結

映
画「
物
置
の
ピ
ア
ノ
」一
般
上
映

相
馬
福
島
道
路（
霊
山
〜
福
島
間
）起
工
式

桑
折
町
地
域
防
災
訓
練（
4
地
区
合
同
）

「
こ
お
り
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１
４
」「
ふ
く
し
ま

バ
ー
ガ
ー
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
４
in
桑
折
」

開
催

ともに苦難を乗り越え、
新しい未来へ復興期

　

桑
折
町
を
舞
台
に
、
町
の
美
し

い
風
景
、
お
い
し
い
果
物
、
や
さ
し

い
人
柄
が
き
れ
い
に
取
り
込
ま
れ
た

映
画「
物
置
の
ピ
ア
ノ
」が
制
作
さ

れ
、
平
成
26
年
8
月
、
福
島
で
の

先
行
上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
劇

場
は
こ
の
日
を
心
待
ち
に
し
た
大

勢
の
人
た
ち
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
こ

の
日
を
迎
え
た
喜
び
と
感
動
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
大
切
な
も
の
、
桑

折
町
の
美
し
さ
に「
ふ
っ
」と
気
づ

か
さ
れ
る
温
か
い
作
品
に
な
っ
て
お

り
、
ま
た
地
震
・
津
波
・
原
発
事
故
・

風
評
と
、
県
内
で
起
き
た
こ
と
が

全
て
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
桃
農

家
が
風
評
に
苦
し
む
姿
な
ど
も
含

め
て
現
状
を
広
く
知
っ
て
も
ら
い
、

桑
折
町
と
の
新
た
な
絆
を
生
み
出

す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
物
置
の
ピ
ア
ノ
」上
映

桑
折
町
を
舞
台
に
映
画
制
作

【
平
成
26
年
8
月
】

あ
の
日
あ
の
時

　

平
成
26
年
４
月
に
は
、
震
災
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
旧
伊
達
郡
役
所
の
保
存

修
理
工
事
が
完
了
し
再
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
５
月
に
は
、
桑
折
町
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ン
ク
ル
ー「
ス
マ
イ
ル
ピ
ー
チ
」が
県

内
外
に
向
け
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
に
は
桑
折
町

商
工
会
主
催
に
よ
る「
こ
お
り
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

２
０
１
４
」「
ふ
く
し
ま
バ
ー
ガ
ー
サ
ミッ
ト

２
０
１
４
in
桑
折
」が
開
催
さ
れ
、
商
店

街
が
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。


